
九州大学大学院 医学研究院 医療ネットワーク学講座

第2回「医療決断サポーター養成講座」

受講生募集
医療機関において患者さんの治療方針決定の場面に立ち会う医療有資格者のうち

今回は、原則として医師、看護師、社会福祉士の皆様を対象とします。

【目的】

1)インフォームド・コンセントを行う場に立会い、医師と患者の橋渡しをする人材を養成します。

2)日本の風土に適した医療決断支援のあり方について、情報交換を行います。

1、開講日程   平 成17年 6月 19日 (日)から平成17年 8月 28日(日)までの

計 9日間、計 36講義(1講義 90分)(詳 細は時間割を参照ください。)

2、場所    九 州大学医学部百年記念講堂 中ホール(福岡市東区馬出 3丁 目1-1)

(」R博 多駅から市営地下鉄で「馬出九大病院前」下車 徒歩 8分 )

http://www.med.kyushu―u.ac.jp/100ko―do/

目重言言 092(642)6030

3、定員    40名

(参加希望者多数の場合は、申し込み施設ごとの参加者を限定いたしますので、

あらかじめご了承ください。)

4、受講料   1人 50,000円(資料代 35000円を含む)

(交通費、宿泊費は含まれません)全回出席を原則とします。

(受講時間が 6割以上であり、かつ最終レポートを提出された方に対しては、修了証を発行します。)

5、募集期間  平 成 17年 5月 10日～平成 17年 5月 27日 (消印有効)

郵送およびFHq食世先
〒812-8582 福 岡市東区馬出3T目 1-1

九州大学大学院医学研究院 医療ネットワーク学講座内

「医療決断サポーター養成講座」事務局 (担当 稲津)

電話  :092-642-6146

FAX  : 092-642-6099

E―mall : kinatsu@hsmp.medコk yushu―u.ac.jp

6、応募方法   受 講出願書と返信用封筒、返信用切手(80円 )を下記に郵送してください。

(注意事項)

① 参加確定者には6月 6日頃までに、受講証を郵送しますので、申込者の住所B氏名を記入した

返信用封筒および返信用切手を同封してください。

なお、返倉材釘移 ド同封勤 “ 〕税 壕 合1ま、受隷証をヨ産官 勲 %″ G亡滝 くださしち

② 受講証を持参しない方は、会場に入場できない場合がありますので、受講証は必ず持参して

ください。



平成17年 5月 吉 日

第2 EDEl「医療決断サポーター」養成講座

受講者募集のご案内

拝啓 秋 冷の候、皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。

医療を取 り巻く状況も急激に変化 している昨今、医療訴訟を防止するだけでなく、患者

さまの満足度を高めるためにも、より良好な医師一患者関係の構築が求められています。

財団法人日本医療機能評価機構でも患者相談窓日の設置を推薦 し、説明と同意の体制を確

立するなど医師一患者間の情報格差を縮めることが求められています。

当教室では、すでに九州大学公開講座 として昨年より 「医療苦情 ・事故対応のための実

践講座」を開催 しておりますが、医療事故や医療過誤など事後の対応とは別に、治療開始

時から介入 し患者さまの潜在的な吉情 ・不満 ・不信を取り除き、より良好な医師―患者関

係を促進するものとして、「医療決断サポーター」を提案しています。

昨年度、8日 間、延べ 40時 間にわたる第 1回 医療決断サポーター養成講座を開催 しまし

たところ、好評を博しました。そこで、このたび第 2回 医療決断サポーター養成講座を企

画し、受講生を募集いたします。

欧米では、すでに医療コーディネーターやア ドボカシー (患者の権利擁護)カミ様々な場

面で活躍 しています。「医療決断サポーター」は、単なる窓口相談や苦情処理にとどまらな

い日本型医療ヨーディネーターを目指 しています。具体的には、癌の告知や手術など重大

な局面に当たつて医師が行 うインフォーム ド・コンセントの場に第二者として立会い、患

者さまと医師の交流を促 し、その間で取 り交わされたインフォーム ド・コンセン トを保障

することを目的とします。つまり、「医療決断サポーター」は、医師の説明を適切な形でサ

ポー トし、患者さまの疾患や治療に関する理解を助け、不安を取 り除き、治療方針決定ヘ

の参加を促 します。これらの働きかけにより、患者さまは自己効力感を増 し、より安心 ・

納得の医療の実現を可能にします。

講座の内容としては、医療ヨミュニケーション、法律的な問題、EBM(証 拠に基づく

医療)、患者の自己決定、福祉やその他社会資源との関わり方、精神疾患が背景にある方や

対応困難な事例について、ロールプレイなども用い実践的に学習 します。既にアメリカや

日本において医療コーディネーターとして活躍されている方や、患者さまの立場からの講

義も予定しております。また、受講生の方々の情報交換もできるプログラムにしてお りま

す。

当セミナーを、貴院における医師 ・看護師 ・社会福祉士などの適任者にご紹介いただけ

ますと幸いです。

ご高配を賜りますようお願い申し上げます。

敬具

九州大学大学院医学研究院 医 療ネットワーク学講座

稲  津  佳  世  子
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